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(57)【要約】
【課題】先端部が柔軟であり、トルク伝達性にも優れた 
カテーテルの提供を目的とする。
【解決手段】カテーテル１は、先端から基端に亘って貫 
通する内腔１１ｈを有する中空形状のカテーテル本体１ 
１と、カテーテル本体１１の外周を覆うように設けられ 
たコイル体２１と、を備えているカテーテルであって、 
カテーテル本体１１は、先端側筒状部１１Ａと、先端側 
筒状部１１Ａの基端側に配置された基端側筒状部１１Ｂ 
と、を有し、先端側筒状部１１Ａの剛性は、基端側筒状 
部１１Ｂの剛性よりも小さく、コイル体２１は、第１固 
定部３１１にて先端側筒状部１１Ａに固定されていると 
共に、第２固定部３１２にて基端側筒状部１１Ｂに固定 
されている。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 か ら 基 端 に 亘 っ て 貫 通 す る 内 腔 を 有 す る 中 空 形 状 の カ テ ー テ ル 本 体 と 、
　 前 記 カ テ ー テ ル 本 体 の 外 周 を 覆 う よ う に 設 け ら れ た コ イ ル 体 と 、 を 備 え て い る カ テ ー テ  
ル で あ っ て 、
　 前 記 カ テ ー テ ル 本 体 は 、 先 端 側 筒 状 部 と 、 前 記 先 端 側 筒 状 部 の 基 端 側 に 配 置 さ れ た 基 端  
側 筒 状 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 先 端 側 筒 状 部 の 剛 性 は 、 前 記 基 端 側 筒 状 部 の 剛 性 よ り も 小 さ く 、
　 前 記 コ イ ル 体 は 、 第 １ 固 定 部 に て 前 記 先 端 側 筒 状 部 に 固 定 さ れ て い る と 共 に 、 第 ２ 固 定  
部 に て 前 記 基 端 側 筒 状 部 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 固 定 部 と 前 記 第 ２ 固 定 部 と は 互 い に 独 立 し て 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ 固 定 部 と 前 記  
第 ２ 固 定 部 と の 間 の 領 域 に お い て 、 前 記 コ イ ル 体 と 前 記 カ テ ー テ ル 本 体 と は 互 い に 固 定 さ  
れ て い な い 請 求 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 基 端 側 筒 状 部 は 、 金 属 製 の 部 材 を 含 ん で い る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の カ テ  
ー テ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 先 端 側 筒 状 部 の 先 端 側 に 先 端 チ ッ プ が 備 え ら れ て お り 、
　 前 記 先 端 チ ッ プ は 、 先 端 か ら 基 端 に 亘 っ て 貫 通 し か つ 前 記 カ テ ー テ ル 本 体 の 内 腔 に 連 通  
す る 内 腔 を 有 し 、
　 前 記 先 端 側 筒 状 部 と 前 記 コ イ ル 体 と は 、 前 記 先 端 チ ッ プ を 介 し て 互 い に 固 定 さ れ て い る  
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 カ テ ー テ ル 本 体 の 内 周 に 、 フ ッ 素 樹 脂 お よ び ／ ま た は ポ リ ア ミ ド 樹 脂 で 形 成 さ れ た  
内 層 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ テ ー テ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 血 管 内 に あ る 病 変 部 を カ テ ー テ ル を 用 い て 処 置 す る 際 、 カ テ ー テ ル に 先 立 っ て  
ガ イ ド ワ イ ヤ を 病 変 部 ま で 挿 入 し た 後 、 ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て カ テ ー テ ル を 病 変 部 ま で 送  
達 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な カ テ ー テ ル と し て は 、 例 え ば 、 チ ュ ー ブ の 外 周 に コ イ ル を 取 り 付 け た 構 成 を  
有 す る コ イ ル 付 き チ ュ ー ブ が 知 ら れ て お り （ 特 許 文 献 １ ） 、 こ の カ テ ー テ ル に お い て は 、  
長 軸 方 向 全 体 に 亘 っ て 樹 脂 製 の チ ュ ー ブ で 構 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 そ の 全 体 が 高 い 柔  
軟 性 を 有 し て お り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て 湾 曲 し た 血 管 に 追 従 し な が ら カ テ ー テ ル を 円 滑  
に 進 退 す る こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ - １ ３ ６ ２ ７ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た よ う な 従 来 の カ テ ー テ ル を 用 い て 手 技 を 行 う 場 合 、 カ テ ー テ ル  
自 体 は 柔 軟 で あ る た め に 追 従 性 は 高 い も の の 、 単 独 で 病 変 部 ま で 送 達 し た り 、 単 独 で 回 転  
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操 作 を す る こ と が 難 し い 。 こ の た め 、 病 変 部 へ カ テ ー テ ル を 誘 導 す る た め に は 、 ガ イ ド ワ  
イ ヤ を 併 用 し た 煩 雑 な 手 技 が 必 要 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 事 情 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 先 端 部 が 柔  
軟 で あ り 、 ト ル ク 伝 達 性 に も 優 れ た カ テ ー テ ル を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 の い く つ か の 態 様 は 、
（ １ ） 先 端 か ら 基 端 に 亘 っ て 貫 通 す る 内 腔 を 有 す る 中 空 形 状 の カ テ ー テ ル 本 体 と 、
　 前 記 カ テ ー テ ル 本 体 の 外 周 を 覆 う よ う に 設 け ら れ た コ イ ル 体 と 、 を 備 え て い る カ テ ー テ  
ル で あ っ て 、
　 前 記 カ テ ー テ ル 本 体 は 、 先 端 側 筒 状 部 と 、 前 記 先 端 側 筒 状 部 の 基 端 側 に 配 置 さ れ た 基 端  
側 筒 状 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 先 端 側 筒 状 部 の 剛 性 は 、 前 記 基 端 側 筒 状 部 の 剛 性 よ り も 小 さ く 、
　 前 記 コ イ ル 体 は 、 第 １ 固 定 部 に て 前 記 先 端 側 筒 状 部 に 固 定 さ れ て い る と 共 に 、 第 ２ 固 定  
部 に て 前 記 基 端 側 筒 状 部 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル 、
（ ２ ） 前 記 第 １ 固 定 部 と 前 記 第 ２ 固 定 部 と は 互 い に 独 立 し て 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ 固 定 部 と  
前 記 第 ２ 固 定 部 と の 間 の 領 域 に お い て 、 前 記 コ イ ル 体 と 前 記 カ テ ー テ ル 本 体 と は 互 い に 固  
定 さ れ て い な い 前 記 （ １ ） に 記 載 の カ テ ー テ ル 、
（ ３ ） 前 記 基 端 側 筒 状 部 は 、 金 属 製 の 部 材 を 含 ん で い る 前 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の  
カ テ ー テ ル 、
（ ４ ） 前 記 先 端 側 筒 状 部 の 先 端 側 に 先 端 チ ッ プ が 備 え ら れ て お り 、
　 前 記 先 端 チ ッ プ は 、 先 端 か ら 基 端 に 亘 っ て 貫 通 し か つ 前 記 カ テ ー テ ル 本 体 の 内 腔 に 連 通  
す る 内 腔 を 有 し 、
　 前 記 先 端 側 筒 状 部 と 前 記 コ イ ル 体 と は 、 前 記 先 端 チ ッ プ を 介 し て 互 い に 固 定 さ れ て い る  
前 記 （ １ ） か ら （ ３ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル 、 お よ び
（ ５ ） 前 記 カ テ ー テ ル 本 体 の 内 周 に 、 フ ッ 素 樹 脂 お よ び ／ ま た は ポ リ ア ミ ド 樹 脂 で 形 成 さ  
れ た 内 層 が 設 け ら れ て い る 前 記 （ １ ） か ら （ ４ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル 、 で  
あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 「 先 端 側 」 と は 、 カ テ ー テ ル 本 体 の 長 手 方 向 に 沿 う 方 向 で あ  
っ て 、 カ テ ー テ ル が 治 療 部 位 に 向 っ て 進 行 す る 方 向 を 意 味 す る 。 「 基 端 側 」 と は 、 カ テ ー  
テ ル 本 体 の 長 手 方 向 に 沿 う 方 向 で あ っ て 、 上 記 先 端 側 と 反 対 の 方 向 を 意 味 す る 。 ま た 、 「  
先 端 」 と は 、 任 意 の 部 材 ま た は 部 位 に お け る 先 端 側 の 端 部 、 「 基 端 」 と は 、 任 意 の 部 材 ま  
た は 部 位 に お け る 基 端 側 の 端 部 を そ れ ぞ れ 示 す 。 「 長 軸 方 向 」 と は 、 特 に 限 定 が な い 限 り  
、 カ テ ー テ ル 本 体 の 長 手 方 向 に 沿 う 方 向 を 指 す 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 先 端 部 が 柔 軟 で あ り 、 ト ル ク 伝 達 性 に も 優 れ た カ テ ー テ ル を 提 供 す る こ と が  
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 概 略 的 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 概 略 的 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ の 実 施 形 態 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 概 略 的 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 変 形 例 を 示 す 一 部 拡 大 概 略 的 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 変 形 例 を 示 す 一 部 拡 大 概 略 的 縦 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 開 示 の カ テ ー テ ル は 、 先 端 か ら 基 端 に 亘 っ て 貫 通 す る 内 腔 を 有 す る 中 空 形 状 の カ テ ー  
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テ ル 本 体 と 、 上 記 カ テ ー テ ル 本 体 の 外 周 を 覆 う よ う に 設 け ら れ た コ イ ル 体 と 、 を 備 え て い  
る カ テ ー テ ル で あ っ て 、 上 記 カ テ ー テ ル 本 体 は 、 先 端 側 筒 状 部 と 、 上 記 先 端 側 筒 状 部 の 基  
端 側 に 配 置 さ れ た 基 端 側 筒 状 部 と 、 を 有 し 、 上 記 先 端 側 筒 状 部 の 剛 性 は 、 上 記 基 端 側 筒 状  
部 の 剛 性 よ り も 小 さ く 、 上 記 コ イ ル 体 は 、 第 １ 固 定 部 に て 上 記 先 端 側 筒 状 部 に 固 定 さ れ て  
い る と 共 に 、 第 ２ 固 定 部 に て 上 記 基 端 側 筒 状 部 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る が 、 本 発 明  
は 、 当 該 図 面 に 記 載 の 実 施 形 態 に の み 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 図 面 に 示 し た 各 部  
の 寸 法 は 、 実 施 内 容 の 理 解 を 容 易 に す る た め に 示 し た 寸 法 で あ り 、 必 ず し も 実 際 の 寸 法 に  
対 応 す る も の で は な い 。 ま た 、 各 図 面 に お い て 、 図 示 左 側 が 体 内 の よ り 深 部 に 挿 入 さ れ る  
先 端 側 （ 遠 位 側 ） 、 右 側 が 医 師 等 の 手 技 者 に よ っ て 操 作 さ れ る 基 端 側 （ 近 位 側 、 手 元 側 ）  
で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
［ 第 １ の 実 施 形 態 ］
　 図 １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 概 略 的 側 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 カ テ ー テ ル １  
は 、 概 略 的 に 、 カ テ ー テ ル 本 体 １ １ と 、 コ イ ル 体 ２ １ と 、 コ ネ ク タ ４ １ と に よ り 構 成 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 カ テ ー テ ル 本 体 １ １ は 、 先 端 に 開 口 １ １ ａ を 有 し 、 先 端 か ら 基 端 に 亘 っ て 貫 通 す る 内 腔  
１ １ ｈ を 有 す る 中 空 形 状 の 部 材 で あ る 。 カ テ ー テ ル 本 体 １ １ は 、 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ と 、  
基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ は 、 カ テ ー テ ル 本 体 １ １ の 先 端 部 に 位 置 す る 筒 状 の 部 位 で あ る 。 内  
腔 １ １ ｈ の う ち の 先 端 側 の 部 位 が 、 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ の 内 腔 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ は 、 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ の 基 端 側 に 配 置 さ れ た 筒 状 の 部 位 で あ る 。  
内 腔 １ １ ｈ の う ち の 基 端 側 の 部 位 が 、 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ の 内 腔 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 開 示 の カ テ ー テ ル １ は 、 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ の 剛 性 が 、 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ の 剛 性 よ  
り も 小 さ く な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 カ テ ー テ ル 本 体 １ １ は 、 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 先  
端 側 筒 状 部 １ １ Ａ は 一 重 の 均 質 な 筒 状 の 部 材 で 構 成 さ れ て い る と 共 に 、 基 端 側 筒 状 部 １ １  
Ｂ は 同 心 円 状 か つ 互 い に 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ が 均 質 な 二 重 の 筒 状 の 部 材 で  
構 成 さ れ て い て も よ い 。 な お 、 本 実 施 形 態 の カ テ ー テ ル 本 体 １ １ は 、 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ  
を 構 成 す る 部 材 お よ び 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ の う ち の 内 側 に 配 置 さ れ た 部 材 が 一 体 的 に 形 成  
さ れ た 部 材 （ 以 下 、 「 第 １ チ ュ ー ブ １ １ Ｔ １ 」 と も い う ） と 、 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ の う ち  
の 外 側 に 配 置 さ れ た 部 材 （ 以 下 、 「 第 ２ チ ュ ー ブ １ １ Ｔ ２ 」 と も い う ） と 、 で 構 成 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ お よ び 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ を 形 成 す る 材 料 は 、 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ  
の 剛 性 が 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ の 剛 性 よ り も 小 さ い 限 り 特 に 限 定 さ れ な い が 、 基 端 側 筒 状 部  
１ １ Ｂ は 、 金 属 製 の 部 材 を 含 ん で い る こ と が 好 ま し い 。 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ が 金 属 製 の 部  
材 を 含 む こ と で 、 用 い ら れ る 金 属 材 料 お よ び そ の 配 置 を 調 整 す る こ と に よ り 、 基 端 側 筒 状  
部 １ １ Ｂ の 剛 性 を 容 易 に 調 整 す る こ と が で き る 。 ま た 、 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ が 金 属 製 の 部  
材 を 含 む こ と で 、 カ テ ー テ ル １ の ト ル ク 伝 達 性 が 更 に 向 上 す る 。 上 記 金 属 製 の 部 材 は 、 例  
え ば 、 チ ュ ー ブ 状 の 部 材 で あ っ て も よ く 、 長 軸 方 向 に 沿 っ て 巻 回 さ れ た 線 状 若 し く は リ ボ  
ン 状 の 部 材 で あ っ て も よ く 、 チ ュ ー ブ 状 の 部 材 に ス リ ッ ト 加 工 を 施 し た 部 材 で あ っ て も よ  
い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ を 形 成 す る 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 熱 可 塑 性 ポ リ ウ レ タ ン （ Ｔ Ｐ Ｕ  
） ， ポ リ ア ミ ド （ Ｐ Ａ ） ， ポ リ カ ー ボ ネ イ ト （ Ｐ Ｃ ） ， ポ リ エ チ レ ン （ Ｐ Ｅ ） ， ポ リ イ ミ  
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ド （ Ｐ Ｉ ） ， ポ リ ア ミ ド イ ミ ド （ Ｐ Ａ Ｉ ） ， ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） ，  
四 フ ッ 化 エ チ レ ン ・ パ ー フ ル オ ロ ア ル コ キ シ エ チ レ ン 共 重 合 体 （ Ｐ Ｆ Ａ ） な ど の 樹 脂 材 料  
等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ を 形 成 す る 材 料 と し て は 、 上 述 し た 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ を 形 成 す る  
樹 脂 材 料 と 同 じ 樹 脂 材 料 ; ス テ ン レ ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ な ど ） ， 超 弾 性 合 金 （ Ｎ ｉ － Ｔ ｉ  
合 金 な ど ） 等 の 金 属 材 料 ； こ れ ら を 組 み 合 わ せ た 材 料 等 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 カ テ ー テ ル 本 体 １ １ を 異 種 の 材 料 で 形 成 さ れ た 二 以 上 の 部 材 で 構 成 す る 場 合 、 部 材 ど う  
し は 、 例 え ば 、 加 熱 溶 着 に よ り 接 合 し て も よ く 、 接 着 剤 に よ り 接 着 し て も よ く 、 ロ ウ 材 に  
よ り 蝋 付 け し て も よ く 、 カ シ メ る な ど 機 械 的 に 固 定 し て も よ い 。 な お 、 接 着 剤 お よ び ロ ウ  
材 と し て は 、 例 え ば 、 後 述 す る 第 １ 固 定 部 ３ １ １ お よ び 第 ２ 固 定 部 ３ １ ２ に 用 い る も の と  
同 様 の も の を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ チ ュ ー ブ １ １ Ｔ １ が 樹 脂 材 料 で 形 成 さ れ 、 第 ２ チ ュ ー ブ １ １ Ｔ ２  
が 金 属 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。 第 １ チ ュ ー ブ １ １ Ｔ １ お よ び 第 ２ チ ュ ー ブ １ １ Ｔ ２ は 、 第  
１ チ ュ ー ブ １ １ Ｔ １ を 構 成 す る 樹 脂 材 料 を 加 熱 溶 着 す る こ と で 、 第 ２ チ ュ ー ブ １ １ Ｔ ２ と  
接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 コ イ ル 体 ２ １ は 、 カ テ ー テ ル 本 体 １ １ の 外 周 を 覆 う よ う に 設 け ら れ た 部 材 で あ る 。 コ イ  
ル 体 ２ １ は 、 例 え ば 、 １ 本 の 単 線 若 し く は 複 数 本 の 単 線 、 ま た は １ 本 の 撚 線 若 し く は 複 数  
本 の 撚 線 を 、 カ テ ー テ ル 本 体 １ １ の 先 端 部 （ 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ ） の 外 周 を 覆 う よ う に 螺  
旋 状 に 巻 回 す る こ と で 形 成 す る こ と が で き る 。 但 し 、 単 線 と は １ 本 の 単 一 線 を 意 味 し 、 撚  
線 と は 複 数 本 の 単 一 線 を 予 め 互 い に 撚 り 合 っ て 形 成 し た 一 束 の 線 群 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 コ イ ル 体 ２ １ を 構 成 す る 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ な ど の ス テ ン レ ス 鋼 ； Ｎ  
ｉ － Ｔ ｉ 合 金 な ど の 超 弾 性 合 金 ； 白 金 、 タ ン グ ス テ ン な ど の 放 射 線 不 透 過 性 の 金 属 材 料 ；  
こ れ ら を 組 み 合 わ せ た 材 料 等 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 カ テ ー テ ル １ は 、 コ イ ル 体 ２ １ が 、 第 １ 固 定 部 ３ １ １ お よ び 第 ２ 固 定 部 ３ １ ２ で カ テ ー  
テ ル 本 体 １ １ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ 固 定 部 ３ １ １ は 、 コ イ ル 体 ２ １ の う ち の 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ に 固 定 さ れ て い る 部 位  
で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 固 定 部 ３ １ １ は 、 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ の 先 端 外 周 （ 第 １ チ  
ュ ー ブ １ １ Ｔ １ の 先 端 外 周 ） 上 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ２ 固 定 部 ３ １ ２ は 、 コ イ ル 体 ２ １ の う ち の 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ に 固 定 さ れ て い る 部 位  
で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 固 定 部 ３ １ ２ は 、 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ の 先 端 （ 第 ２ チ ュ ー  
ブ １ １ Ｔ ２ の 先 端 ） 上 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 カ テ ー テ ル １ は 、 第 １ 固 定 部 ３ １ １ と 第 ２ 固 定 部 ３ １ ２ と は 互 い に 独 立 し て 配 置 さ れ 、  
第 １ 固 定 部 ３ １ １ と 第 ２ 固 定 部 ３ １ ２ と の 間 の 領 域 Ｒ に お い て 、 コ イ ル 体 ２ １ と カ テ ー テ  
ル 本 体 １ １ と は 互 い に 固 定 さ れ て い な い 。 す な わ ち 、 カ テ ー テ ル 本 体 １ １ の 長 軸 方 向 に 沿  
っ て 設 け ら れ た 第 １ 固 定 部 ３ １ １ と 第 ２ 固 定 部 ３ １ ２ と は 、 間 隔 を 開 け て 配 置 さ れ て お り  
、 第 １ 固 定 部 ３ １ １ と 第 ２ 固 定 部 ３ １ ２ と の 間 の 領 域 Ｒ で は 、 コ イ ル 体 ２ １ と カ テ ー テ ル  
本 体 １ １ と が 相 互 に 拘 束 さ れ て い な い （ 領 域 Ｒ で は 、 コ イ ル 体 ２ １ と カ テ ー テ ル 本 体 １ １  
と が 相 対 的 に 動 く こ と が で き る ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 コ イ ル 体 ２ １ と カ テ ー テ ル 本 体 １ １ と の 固 定 方 法 は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 上 記 固 定 方 法  
と し て は 、 例 え ば 、 母 材 を 加 熱 溶 融 し て 溶 着 す る 方 法 、 ロ ウ 材 を 用 い て 蝋 付 け す る 方 法 、  
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接 着 剤 を 用 い て 接 着 す る 方 法 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 ロ ウ 材 と し て は 、 例 え ば 、 Ｓ ｎ － Ｐ ｂ 合 金 、 Ｐ ｂ － Ａ ｇ 合 金 、 Ｓ ｎ － Ａ ｇ 合 金 、 Ａ  
ｕ － Ｓ ｎ 合 金 な ど の 金 属 ロ ウ 等 が 挙 げ ら れ る 。 接 着 剤 と し て は 、 例 え ば 、 エ ポ キ シ 系 接 着  
剤 、 シ ア ノ ア ク リ レ ー ト 系 接 着 剤 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 形 態 の コ イ ル 体 ２ １ と カ テ ー テ ル 本 体 １ １ と は 、 第 １ 固 定 部 ３ １ １ と 第 ２ 固 定 部  
３ １ ２ に て 接 着 剤 に よ り 固 定 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 コ イ ル 体 ２ １ の 先 端 が 、 第 １ 固 定  
部 ３ １ １ に て 、 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ の 先 端 外 周 （ 第 １ チ ュ ー ブ １ １ Ｔ １ の 先 端 外 周 ） に 、  
接 着 剤 Ｂ を 用 い て 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 コ イ ル 体 ２ １ の 基 端 が 、 第 ２ 固 定 部 ３ １ ２ に て  
、 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ の 先 端 （ 第 ２ チ ュ ー ブ １ １ Ｔ ２ の 先 端 ） に 、 接 着 剤 Ｂ を 用 い て 固 定  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 コ ネ ク タ ４ １ は 、 オ ペ レ ー タ が カ テ ー テ ル １ を 操 作 す る 部 材 で あ る 。 コ ネ ク タ ４ １ は 、  
カ テ ー テ ル 本 体 １ １ の 基 端 部 に 接 続 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ ４ １ は 、 例 え ば 、 基 端 に 開 口 ４  
１ ａ を 有 し 、 カ テ ー テ ル 本 体 １ １ の 内 腔 １ １ ｈ に 連 通 す る 内 腔 ４ １ ｈ を 有 し て い る 。 コ ネ  
ク タ ４ １ の 形 状 は 、 本 発 明 の 効 果 を 損 な わ な い 限 り 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 オ ペ レ ー タ  
が 操 作 し や す い 形 状 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 カ テ ー テ ル １ に お い て は 、 内 腔 １ １ ｈ と 内 腔 ４ １ ｈ と に よ り ル ー メ ン Ｌ １ が 形 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 カ テ ー テ ル １ の 二 つ の 使 用 態 様 に つ い て 例 説 す る 。 第 １ の 使 用 態 様 は 、 ガ イ ド ワ  
イ ヤ と 共 に 用 い る 手 技 で あ る 。 ま ず 、 カ テ ー テ ル １ の 挿 入 に 先 立 っ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ （ 不  
図 示 ） を そ の 先 端 か ら 血 管 内 に 挿 入 し 、 体 外 に 露 出 し て い る ガ イ ド ワ イ ヤ を 操 作 し て そ の  
先 端 部 を 病 変 部 （ 例 え ば 、 血 栓 が 形 成 さ れ た 部 位 ） ま で 押 し 進 め る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 基 端 （ 体 外 に 露 出 し た 手 元 側 の 端 部 ） を 、 開 口 １ １ ａ か ら カ テ ー  
テ ル １ の ル ー メ ン Ｌ １ に 挿 入 す る 。 次 い で 、 コ ネ ク タ ４ １ を 操 作 し な が ら ガ イ ド ワ イ ヤ に  
沿 っ て カ テ ー テ ル １ の 先 端 部 を 病 変 部 ま で 押 し 進 め る 。 次 い で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 体 外 に 抜  
去 し た 後 、 カ テ ー テ ル １ を 用 い て 所 定 の 手 技 （ 例 え ば 、 ル ー メ ン Ｌ １ を 通 し て 薬 剤 を 注 入  
し た り 、 血 栓 な ど を 除 去 し た り 、 長 尺 状 の 医 療 用 デ バ イ ス を 挿 入 す る 手 技 な ど ） を 行 う 。  
そ の 際 、 カ テ ー テ ル １ は 先 端 部 の 柔 軟 性 と 優 れ た ト ル ク 伝 達 性 を 有 し て い る た め 、 コ ネ ク  
タ ４ １ を 回 転 操 作 し た り 押 し 引 き 操 作 を す る こ と で カ テ ー テ ル １ の 先 端 部 が 回 転 や 進 退 し  
、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 再 び 挿 入 す る こ と な く 、 血 管 内 に お け る カ テ ー テ ル の 先 端 部 の 位 置 を 調  
整 し な が ら 迅 速 に 処 置 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 ２ の 使 用 態 様 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 用 い ず に カ テ ー テ ル １ を 単 独 で 病 変 部 ま で 送 達 す る  
手 技 で あ る 。 こ の 手 技 で は 、 カ テ ー テ ル １ を そ の 先 端 か ら 血 管 内 に 挿 入 し 、 コ ネ ク タ ４ １  
を 押 し 込 み な が ら カ テ ー テ ル １ の 先 端 部 を 病 変 部 ま で 押 し 進 め る 。 次 い で 、 カ テ ー テ ル １  
を 用 い て 所 定 の 手 技 を 行 う 。 そ の 際 、 カ テ ー テ ル １ は 先 端 部 の 柔 軟 性 と 優 れ た ト ル ク 伝 達  
性 を 有 し て い る た め 、 コ ネ ク タ ４ １ を 回 転 操 作 し た り 押 し 引 き 操 作 を す る こ と で カ テ ー テ  
ル １ の 先 端 部 が 回 転 や 進 退 し 、 血 管 内 に お け る 先 端 部 の 位 置 を 調 整 し な が ら 迅 速 に 処 置 を  
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 カ テ ー テ ル １ は 、 上 記 構 成 で あ る の で 、 そ の 先 端 部 が 柔 軟 で あ る と 共 に  
、 剛 性 が 高 い 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ を 通 し て 伝 わ る 回 転 力 を 、 コ イ ル 体 ２ １ の 第 ２ 固 定 部 ３  
１ ２ お よ び 第 １ 固 定 部 ３ １ １ を 介 し 、 剛 性 が 低 い 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ へ と 良 好 に 伝 え る こ  
と が で き 、 ト ル ク 伝 達 性 に も 優 れ て い る 。 そ の 結 果 、 カ テ ー テ ル １ は 、 例 え ば 、 ガ イ ド ワ  
イ ヤ を 用 い る こ と な く そ の 先 端 部 を 単 独 で 回 転 や 進 退 さ せ る こ と が で き 、 手 技 を 迅 速 に 行  
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う こ と が で き る と 共 に 、 手 技 の 裕 度 を 拡 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
［ 第 ２ の 実 施 形 態 ］
　 図 ３ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 概 略 的 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う  
に 、 カ テ ー テ ル ２ は 、 概 略 的 に 、 カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ と 、 コ イ ル 体 ２ １ と 、 先 端 チ ッ プ ５  
２ と 、 コ ネ ク タ ４ １ （ 不 図 示 ） と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 カ テ ー テ ル ２ は 、 カ テ ー テ ル 本  
体 １ ２ 、 お よ び 先 端 チ ッ プ ５ ２ を 備 え て い る 点 で 、 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な っ て い る 。 な お  
、 コ イ ル 体 ２ １ 、 お よ び コ ネ ク タ ４ １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る の で 、 同 一 部 分 に  
は 同 一 符 号 を 付 し て そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 ま た 、 以 下 に 示 す カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ の  
構 成 以 外 の カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ の 構 成 、 お よ び カ テ ー テ ル ２ の 使 用 態 様 は 、 第 １ の 実 施 形  
態 の そ れ ら と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ は 、 先 端 か ら 基 端 に 亘 っ て 貫 通 す る 内 腔 １ ２ ｈ を 有 す る 中 空 形 状 の  
部 材 で あ る 。 カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ は 、 先 端 側 筒 状 部 １ ２ Ａ と 、 基 端 側 筒 状 部 １ ２ Ｂ と を 有  
し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 先 端 側 筒 状 部 １ ２ Ａ は 、 カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ の 先 端 部 に 位 置 す る 部 位 で あ る 。 基 端 側 筒  
状 部 １ ２ Ｂ は 、 先 端 側 筒 状 部 １ ２ Ａ の 基 端 側 に 配 置 さ れ て い る 。 先 端 側 筒 状 部 １ ２ Ａ の 剛  
性 は 、 基 端 側 筒 状 部 １ ２ Ｂ の 剛 性 よ り も 小 さ く な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 形 態 の カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ は 、 先 端 側 筒 状 部 １ ２ Ａ を 構 成 す る 部 材 と 、 基 端 側 筒  
状 部 １ ２ Ｂ の う ち の 内 側 に 配 置 さ れ た 部 材 と が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 部 材 （ 以 下 、 「 第 １ チ  
ュ ー ブ １ ２ Ｔ １ 」 と も い う ） と 、 基 端 側 筒 状 部 １ ２ Ｂ の う ち の 外 側 に 配 置 さ れ た 部 材 （ 以  
下 、 「 第 ２ チ ュ ー ブ １ ２ Ｔ ２ 」 と も い う ） と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ の 内 周 に は 、 フ ッ 素 樹 脂 お よ び ／ ま た は ポ リ ア ミ ド 樹 脂 で 形 成 さ れ  
た 内 層 １ ２ ｎ が 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 内 層 １ ２ ｎ を 有 す る 第 １ チ ュ ー ブ  
１ ２ Ｔ １ が 、 カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ の 先 端 か ら 基 端 に 亘 っ て 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 内 層 １ ２ ｎ は 、 カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ の 先 端 か ら 基 端 に 亘 っ て 、 連 続 的 に 配 置 さ れ て い て  
も よ く 、 長 手 方 向 の 独 立 し た 複 数 の 部 位 に 分 か れ て 配 置 さ れ て い て も よ い 。 内 層 １ ２ ｎ は  
、 フ ッ 素 樹 脂 お よ び ポ リ ア ミ ド 樹 脂 の う ち の い ず れ か 一 方 の 樹 脂 で あ っ て も よ く 、 フ ッ 素  
樹 脂 お よ び ポ リ ア ミ ド 樹 脂 が 長 手 方 向 の 複 数 の 部 位 に 分 か れ て 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ に は 、 内 層 １ ２ ｎ の 外 周 を 覆 う よ う に 編 組 体 １ ２ ｂ が 埋 設 さ れ て い  
る 。 編 組 体 １ ２ ｂ は 、 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 素 線 を メ ッ シ ュ 状 に 編 み 込 む こ と で 形 成 さ れ  
、 第 １ チ ュ ー ブ １ ２ Ｔ １ に 埋 設 す る こ と が で き る 。 カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ が 編 組 体 １ ２ ｂ を  
有 す る こ と で 、 先 端 側 筒 状 部 １ ２ Ａ の 柔 軟 性 を 維 持 し な が ら カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ を 補 強 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 編 組 体 １ ２ ｂ を 構 成 す る 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ な ど の ス テ ン レ ス 鋼 ； Ｎ  
ｉ － Ｔ ｉ 合 金 な ど の 超 弾 性 合 金 ； 白 金 、 タ ン グ ス テ ン な ど の 放 射 線 不 透 過 性 の 金 属 等 を 採  
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 先 端 チ ッ プ ５ ２ は 、 先 端 側 筒 状 部 １ ２ Ａ の 先 端 側 に 備 え ら れ た 部 材 で あ る 。 先 端 チ ッ プ  
５ ２ は 、 先 端 に 開 口 ５ ２ ａ を 有 し 、 先 端 か ら 基 端 に 亘 っ て 貫 通 し か つ カ テ ー テ ル 本 体 １ ２  
の 内 腔 １ ２ ｈ に 連 通 す る 内 腔 ５ ２ ｈ を 有 し て い る 。 先 端 チ ッ プ ５ ２ は 、 カ テ ー テ ル ２ が 体  
腔 内 を 進 行 し 易 い よ う に 、 例 え ば 、 先 端 側 に 向 か っ て 突 出 す る よ う な 半 球 形 状 な ど 、 先 端  
側 に 向 か っ て 先 細 る よ う な 形 状 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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　 本 実 施 形 態 で は 、 先 端 側 筒 状 部 １ ２ Ａ と コ イ ル 体 ２ １ と は 、 先 端 チ ッ プ ５ ２ を 介 し て 互  
い に 固 定 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 第 １ 固 定 部 ３ ２ １ に お い て 、 コ イ ル 体 ２ １ は  
、 カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ （ 詳 細 に は 、 先 端 側 筒 状 部 １ ２ Ａ ） に 直 接 的 に は 固 定 さ れ て お ら ず  
、 先 端 チ ッ プ ５ ２ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 先 端 チ ッ プ ５ ２ を 形 成 す る 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 上 述 し た ロ ウ 材 な ど の 金 属 材 料 ； ポ  
リ ウ レ タ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー な ど の 樹 脂 材 料 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 先 端 チ ッ プ ５ ２ と 、 コ イ ル 体 ２ １ お よ び カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ そ れ ぞ れ と を 固 定 す る 方 法  
と し て は 、 例 え ば 、 コ イ ル 体 ２ １ の 先 端 部 や カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ の 先 端 部 を 、 ロ ウ 材 で 形  
成 さ れ た 先 端 チ ッ プ ５ ２ に 蝋 付 け し た り 、 樹 脂 材 料 で 形 成 さ れ た 先 端 チ ッ プ ５ ２ に 溶 着 や  
埋 設 す る 方 法 、 接 着 剤 に よ り 接 着 す る 方 法 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 カ テ ー テ ル ２ に お い て は 、 内 腔 ５ ２ ｈ と 内 腔 １ ２ ｈ と 内 腔 ４ １ ｈ と に よ り ル ー メ  
ン Ｌ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 カ テ ー テ ル ２ は 、 先 端 側 筒 状 部 １ ２ Ａ と コ イ ル 体 ２ １ と は 先 端 チ ッ プ ５  
２ を 介 し て 互 い に 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 先 端 チ ッ プ ５ ２ の 形 状 を 適 宜 選 定 す る こ と  
で 、 例 え ば 、 カ テ ー テ ル ２ が 前 進 す る 際 の 抵 抗 を 減 ら し た り 、 組 織 へ の 損 傷 を 抑 制 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 カ テ ー テ ル ２ は 、 上 述 し た よ う に 、 カ テ ー テ ル 本 体 １ ２ の 内 周 に 、 フ ッ 素 樹 脂 お  
よ び ／ ま た は ポ リ ア ミ ド 樹 脂 で 形 成 さ れ た 内 層 １ ２ ｎ が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 カ テ  
ー テ ル 本 体 １ ２ の 内 腔 １ ２ ｈ に 挿 入 さ れ る 医 療 用 デ バ イ ス と の 摺 動 性 を 高 め た り 、 内 腔 １  
２ ｈ を 通 し て 投 入 す る 薬 液 や 内 腔 １ ２ ｈ を 通 し て 回 収 す る 閉 塞 物 な ど と の 摩 擦 抵 抗 を 低 減  
す る こ と が で き 、 手 技 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 本 開 示 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 の 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲  
に よ っ て 示 さ れ 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の 全 て の 変 更 が 含 ま れ る こ  
と が 意 図 さ れ る 。 上 述 し た 実 施 形 態 の 構 成 の う ち の 一 部 を 削 除 し た り 、 他 の 構 成 に 置 換 し  
て も よ く 、 上 述 し た 実 施 形 態 の 構 成 に 他 の 構 成 を 追 加 等 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 基 端 側 筒 状 部 １ ３ Ｂ の 先 端 を 、 半 径 方 向 外 側 を 向 く よ う な  
傾 斜 面 １ ３ ｃ に 形 成 し 、 コ イ ル 体 ２ １ の 基 端 が 傾 斜 面 １ ３ ｃ に 載 置 す る よ う に 配 置 さ れ て  
い て も よ い 。 こ れ に よ り 、 コ イ ル 体 ２ １ の 基 端 と 基 端 側 筒 状 部 １ ３ Ｂ の 先 端 と の 位 置 決 め  
を 容 易 か つ 確 実 に 行 う こ と が で き 、 バ ラ ツ キ が 少 な く 位 置 精 度 が 高 い カ テ ー テ ル を 量 産 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 コ イ ル 体 ２ １ の 基 端 部 が 基 端 側 筒 状 部 １ ４ Ｂ の 先 端 部 の 外 周  
面 １ ４ ｓ に 接 す る よ う に 配 置 さ れ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 長 軸 方 向 に お い て コ イ ル 体 ２ １  
と 基 端 側 筒 状 部 １ ４ Ｂ と が 接 す る 長 さ を 容 易 に 長 く す る こ と が で き 、 例 え ば 、 コ イ ル 体 ２  
１ と 基 端 側 筒 状 部 １ ４ Ｂ と の 接 合 強 度 を よ り 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 コ イ ル 体 ２ １ と 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ ， １ ２ Ａ と が 離 間 し  
て い る カ テ ー テ ル １ ， ２ に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 第 １ 固 定 部 と 第 ２ 固 定 部 と の  
間 の 領 域 Ｒ に お い て 、 コ イ ル 体 と 先 端 側 筒 状 部 と が 離 間 可 能 に 接 触 配 置 さ れ て い て も よ い  
。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 先 端 側 筒 状 部 １ １ Ａ ， １ ２ Ａ お よ び 基 端 側 筒 状 部 １ １ Ｂ  
， １ ２ Ｂ を 、 第 １ チ ュ ー ブ １ １ Ｔ １ ， １ ２ Ｔ １ お よ び 第 ２ チ ュ ー ブ １ １ Ｔ ２ ， １ ２ Ｔ ２ を  
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用 い て 形 成 し た カ テ ー テ ル １ ， ２ に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 先 端 側 筒 状 部 と 基 端  
側 筒 状 部 と は 一 体 的 に 形 成 さ れ て い て も よ く 、 先 端 側 筒 状 部 お よ び 基 端 側 筒 状 部 そ れ ぞ れ  
が 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 先 端 側 筒 状 部 の 基 端 部 と 基 端 側 筒 状 部 の 先 端 部 と が 接 合 さ れ て い て  
も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 上 述 し た 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 先 端 チ ッ プ ５ ２ 、 並 び に 内 層 １ ２ ｎ お よ び 編 組 体  
１ ２ ｂ を 有 す る カ テ ー テ ル ２ に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 こ れ ら 全 て を 有 し て い な  
い カ テ ー テ ル （ 第 １ の 実 施 形 態 の カ テ ー テ ル １ な ど ） や 、 こ れ ら の う ち の 少 な く と も い ず  
れ か を 備 え て い る カ テ ー テ ル で あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ ， ２   カ テ ー テ ル
　 １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４   カ テ ー テ ル 本 体
　 １ １ Ａ ， １ ２ Ａ   先 端 側 筒 状 部
　 １ １ Ｂ ， １ ２ Ｂ ， １ ３ Ｂ ， １ ４ Ｂ   基 端 側 筒 状 部
　 １ １ ｈ ， １ ２ ｈ   内 腔
　 １ ２ ｎ   内 層
　 ２ １   コ イ ル 体
　 ３ １ １ ， ３ ２ １ ， ３ ３ １ ， ３ ４ １   第 １ 固 定 部
　 ３ １ ２ ， ３ ２ ２ ， ３ ３ ２ ， ３ ４ ２   第 ２ 固 定 部
　 ５ ２   先 端 チ ッ プ
　 ５ ２ ｈ   内 腔
　 Ｒ   領 域
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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